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｢男女両性で形づくる教団｣から問われること
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３
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し
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り
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み

４

一男女平等参画の願い－

３

女性室では、「男女両性で形づくる教団」とは？

をテーマとして、これまで届けられた声をもとに

教団の梯々な謀題を整理する作業を行ってきました。

そこから願われる教団のすがたを明らかにしていくための

協溌資料として、その概要と全文を掲載することとしました。

｢男女両性で形づくる教団』の実現に向けて、

寺院や組・教区など梯々な場で今号をご活用ください。
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取
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真宗門徒であるという自覚

のもと､同朋社会の実現に

向けて､みずからの意思と責

塾
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」

瀞
の
実
現
に
向
け
て

ぼう

朋

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」

と
は
、
宗
門
に
属
す
る
す
べ
て
の

男
女
が
、
立
教
開
宗
の
精
神
に

則
り
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

い
ち
に
ん

〈
｜
人
〉
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め

合
い
、
｜
人
ひ
と
り
が
水
平
に
出

遇
う
こ
と
の
で
き
る
同
朋
社
会

の
実
現
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
み
ず
か
ら
の
意
思
と
責

任
と
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
方

法
で
、
そ
の
個
性
を
十
分
に
発

揮
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
平
等
な
立
場
で
共

に
宗
門
の
運
営
に
参
画
し
、
同

朋
の
公
議
公
論
の
責
任
を
分
か
ち

合
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

雪
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
回
年

と
は
？

も

親鴛聖人は、「弥陀の五劫思惟の願

をよくよく案ずれば､ひとえに親驚一人

がためなりけり」（『歎異抄』）と､仏か

ら願われているく一人>の存在の重さ(尊

厳性)を見出されました｡それは同時に、

現実の中にその尊厳性を阻害するも

のを見出していく、「独立者たらん」と

いう歩みではないでしょうか？

いちにん

.－－人r~、

性別によって差別されたり、

こ

固

吐

座

ひらざ

平座

｢ともの同朋にもねんごろのこころの

おわしましあわばこそ」（『御消息集j）

という､共に「関係を生きる存在｣であ

ることの確かめにおいて、「男らしさ．女

らしさ」に縛られず､－人ひとりの個性

を認め合うところに､共に解放される関

係が開かれるのではないでしょうか？

男女が､宗門のあらゆる分

野における活動に対して平

等に参画し､同朋の公議公

論の責任を分かち合う教団

住職･坊守･寺族･門徒などの立場を

超え､他者の声を聞くことによって､自

分の立っている場が確かめられる、そ

こに同朋公議が開かれるのではない

でしょうか？

｢男女平等のねがい」

に

寸『~、

どうぼろひらざ いちにん

一Ｉ平座「同朋公議の責任」一人「－人の尊厳」同朋「自己選択の尊重」



弓

｡男女があらゆる場に平等に参画する
宗門に属する男女が､宗務所(本山）・教区･組･寺院教会

における施策･方針の立案･決定に関し平等な立場で

共に参画する機会を確保する。

「
男
女
平
等
の
ね
が
い
」

に
立
っ
た
取
り
組
み
を

<基本冨標〉

｡新しい教団システムを創る
く－人＞の尊厳が認められ､－人ひとりの個性が十分｜

発揮され生かされる教団システムを構築する。

｡性別による差別の禁止
宗門のあらゆる場で性別を理由にした差別的取り扱いを

一切許さない姿勢を徹底する。

･固定的役割分担の見直し
宗門に関する諸制度･教学･儀式･慣行において､性別による

固定的役割分担を反映して男女平等参画を阻害するものは

これをすべて改善し､必要に応じて積極的格差改善措置

（ポジティブアクション）を実施する。

須ｨジｪｽ腿息,鰯謡駕くる教団

<基本計画の策定〉総
合
的
か
つ

計
画
的
に

~、

･宗務所(本山）･教区･組｡寺院教会の各組織分野で

「男女平等のねがい」をもとに､現状の見直しと
課題を確認する場を創る。

｡機構｡制度／教学･教化／儀式｡声明作法など
各活動分野において現状の見直しを行い、
課題を確認する。

･長期的展望をもって､実質的な成果をあげるため

の数値目標を設定し､総合的葱行動計画をつくり、
公開していく。

４



麓

舗ｲジｴｽ険…

２

く
る
教
旦

現宗
状門
との
課
題

寺院のあり方と役割は？

取
り
組
み
の

方
向
性
ｊ２Ｒ Ｏ

・
劃
，
ｉ
；
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９

ｔ
Ｒ
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．
ｊ
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．
壷

ぐぐ

必要に応じ積極的格差改

善措置を取り入れること

も考慮する

‘

；
１

①宗門の規則の上では､住職の後継者に男女の差別はなくなり

ました。しかし､それぞれの意識はどうでしょうか？

②寺院がみんなに開かれた聞法の場となるために､あるべきす

がたとはどのようなものでしょうか？

③真宗において住職とはどういう位置にあるものでしょうか｡また、

坊守の役割とは？

５

①教区･組の方針決定に関わる場に澗極的に女性の参画を促す

ためにどのようなあり方が望ましいのでしょうか？

②宗門の最高織決機関である宗会に､女性が参画し僧侶･門徒、

男女という､より広い立場から運営できる方途を､－人ひとり

が考えていくべきではないでしょうか？

③審議会･委員会など､あらゆる場に男性と女性が共に参画し意

見を交わすことが健全なあり方ではないでしょうか？

長期的総合的な視野をも

った行動計画をつくり目

穏を設定して活動する

『

３

男女平等の視点から教学･教化
のあり方は？
①女性が女性の視点から宗門の教化活動に､より稲極的にかか

わるための環境づくりとは？

②一人ひとりが性差別の問題を正しく認識し､真に平等な関係を

築くためにどのような形で学びの場をもつべきでしょうか？

③教学における性差別の問題性を明らかにしていくためには､改

めて女性の視点から聖教を読み解く営みが必要ではないで

しょうか？

法要儀式･声明作法|こつし)ての
男女平等とは？

三
女
両
性
で
形
づ

の
実
現
に
向
け
て

宗門の機構･組織での男女平等
参画を！

男女平等参画を支えるた

めの法的措置を検討する
f鼠.、

①女性である住職･教師･僧侶が男性の僧侶とともに儀式･声明

に参加する望ましい形態とは？

②法名の釈と釈尼の違いなど､慣例的なところについても検討

を加え､その意味を確かめていくことが必要ではないでしょうか？

③葬場勤行での和讃など､儀式に関する男女の扱いの違いを検

証し､教えに基づく儀式の見直しが必要ではないでしょうか？

３



釣ジｴｽ隣,。
｢男女両性で形づくる教団」

の実現に向けて

鱈

そ
こ
か
ら
の

展
開
と
し
て

具
体
的
に
は

＜ ぐ
(壷Ｒ20,Ｒ２１）

２

｢ねがい｣を広く共有する！

｢男女両性で形づくる教団」

を宗門の中心的課題として

位置付け、計画推進のため

の体制づくりをする

１ 男女の差異を超えて共に同朋としての関係を生きる

ためには､－人ひとりがその「ねがい」を共有することか

らはじまります。そのためにあらゆる機会をもって啓発

活動を行います。

事業・広報誌の発行

・公開爾座の開催

・啓発パンフレット等の発行

・その他

女性の視点から教学教化・
儀式作法を検証する
今日の男女のおかれている現実から､これまで真宗の

教えの中で女性がどのように語られ位迩付けられてきた

のか。女性の目から改めて問い直す作業が必要です。そ

こから－人ひとりが真宗の教えに基づいた､教化活動と

しての儀式のあり方を見出していくことが望まれます。

事業・公開学習会

・他団体との交流

・その他

３

｢ねがい」を共有する活動

の中から、宗門における

｢男女両性で形づくる教団」

の「基本理念」を明確にする

、

宗門の現状と課題を確認し、
ビジョンを明確にする
「ねがい」に基づき現状と課題を確認しつつ、「男女両

性で形づくる教団」に向けてのビジョンを明確にする作

業を行います。

事業・教区を会場とした公開講座の推進

・各教区教化委員会の女性問題に関する委員会と

の交流

・女性会溌

・その他

６

優先すべき課題については、

行動計画の策定に平行して

対応する

４

３

｢男女両性で形づくる教団」

に向けてのビジョンをもと

に行動計画を策定し、個々

の課題について展望を持っ

た活動を進める

、



'一

こ
う
し
た
願
い
と
声
の
中
で
一
女
性
室
」
は
設
置
さ
れ
、
そ
の
め
ざ
す
べ
き
教
団

像
と
し
て
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
「
同
朋
教
団
」

と
い
う
こ
と
の
内
実
を
女
性
の
側
か
ら
表
現
し
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、

女
性
で
あ
れ
男
性
で
あ
れ
、
「
女
で
あ
る
」
「
男
で
あ
る
」
こ
と
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ

れ
続
け
な
が
ら
、
人
間
と
い
う
、
関
係
を
生
き
る
存
在
と
し
て
、
お
互
い
を
「
何
朋
」

宗
門
が
部
落
差
別
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
て
位
侭
付
け
た
の

は
、
こ
の
宗
門
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
「
御
同
朋
」
と
し
て
見
出
し
て
い
き
た
い
と
す

る
「
同
朋
教
団
」
を
名
告
り
な
が
ら
、
実
は
被
差
別
者
側
か
ら
の
声
を
聞
く
こ
と
な

く
し
て
は
、
み
ず
か
ら
の
差
別
の
事
実
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

女
性
達
も
ま
た
、
部
落
差
別
解
放
の
歩
み
に
学
ぶ
こ
と
を
と
お
し
て
、
真
に
人
が

出
遇
い
合
う
た
め
に
は
、
ま
ず
差
別
を
差
別
と
し
て
指
捕
し
批
判
す
る
声
を
出
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
同
時
に
、
差
別
の
獅
突
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
女
性
と
男
性
が
互
い
に
ど
ん
な
関
係
を
生
き
て
き

た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
男
性
に
も
女
性
に
も
共
に
問
い
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

女
性
を
排
除
し
て
き
た
機
構
・
制
度
、
い
つ
も
男
性
側
か
ら
し
か
語
ら
れ
て
い
な

い
教
学
、
男
性
中
心
に
営
ま
れ
る
儀
式
等
、
そ
こ
に
教
団
の
性
差
別
の
事
実
が
あ
る
。

こ
の
現
実
を
主
体
的
に
受
け
止
め
る
と
き
、
私
た
ち
は
社
会
に
あ
っ
て
も
教
団
に
あ

っ
て
も
、
性
別
に
よ
る
役
削
分
担
を
間
定
化
し
、
お
互
い
に
そ
の
領
域
の
中
に
座
り

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
ん

な
関
係
の
巾
で
は
お
花
い
の
市
が
聞
こ
え
る
は
ず
も
な
い
。
そ
の
怒
り
と
悲
し
み
の

う
ち
に
、
異
な
る
性
を
生
き
る
者
同
士
が
相
手
の
声
を
聞
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

真
に
出
会
い
を
州
遇
い
直
す
関
係
を
生
き
て
い
き
た
い
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
こ
の
熱
き
願
い
が
女
性
達
に
こ
れ
ま
で
声
を
出
し
続
け
さ
せ
て
き
た
。

こ
う
し
た
願
い
と
声
の
中
で
「
女
性
室
」
は
設
置
さ
れ
、
そ
の
め
ざ
す
べ
き
教
団

は
じ
め
に
ｌ
女
性
室
殴
置
の
願
い
Ｉ

私
た
ち
は
社
会
に
あ
っ
て
も
教
団
に
あ

し
、
お
互
い
に
そ
の
領
域
の
中
に
座
り

か
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
ん

は
ず
も
な
い
。
そ
の
怒
り
と
悲
し
み
の

と
し
て
見
出
し
て
い
け
る
関
係
を
生
き
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
。
そ
の
願
い
の
笑

い
ら
に
ん

践
を
と
お
し
て
こ
そ
、
親
鴬
聖
人
が
願
わ
れ
た
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
〈
一
人
〉
を
生

き
合
う
関
係
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
立
っ
て
、
ま
ず
今
、
こ
れ
ま
で
の
教
団
の
歴
史
・
教
学
・
儀
式
・
機
構
制

度
を
見
直
し
、
そ
の
問
題
克
服
の
た
め
に
総
合
的
・
計
画
的
に
取
り
組
み
を
打
ち
出

す
こ
と
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
願
い

に
立
ち
統
け
る
こ
と
に
お
い
て
、
教
団
や
社
会
が
Ｈ
明
の
こ
と
と
し
て
い
る
男
性
社

会
を
足
と
す
る
中
か
ら
は
女
性
も
男
性
も
解
放
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
な

が
ら
、
新
た
な
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
社
会
に
対
し
て
も
発
信
し
統
け
て
い
く
使
命

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

※
本
誌
に
お
い
て
「
男
女
平
等
参
画
」
と
表

現
し
た
の
は
、
単
に
こ
れ
ま
で
の
男
性
主
導

型
の
教
団
の
あ
り
方
に
ど
う
女
性
が
参
加
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
宗
門
に
関
わ

る
一
人
ひ
と
り
が
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
役

割
分
担
を
超
え
て
対
等
な
立
場
に
お
い
て
宗

門
の
活
動
に
参
画
し
、
そ
こ
か
ら
御
同
朋
・

御
同
行
と
し
て
真
に
平
等
な
る
関
係
を
、
教

団
及
び
今
日
社
会
に
回
復
し
て
い
き
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
で
あ
る
。r~、



関
し
て
の
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
別
表
参
照
）
。
さ
ら
に
一
九
九
九
年
、

指
針
一
「
門
徒
・
同
朋
に
開
か
れ
た
聞
法
道
場
と
し
て
の
寺
院
運
営
を
め
ざ
し
て
」
、

指
針
二
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
を
め
ざ
し
て
」
の
二
つ
の
指
針
を
示
し
て
、

協
議
を
継
続
す
べ
く
「
臨
時
措
侭
条
例
」
を
一
年
延
長
す
る
と
同
時
に
宗
務
審
議
会

「
坊
守
の
規
定
に
関
す
る
委
員
会
」
が
設
慨
さ
れ
た
。

Ｉこれまでの経緯

一
九
八
一
年
、
新
た
に
「
真
宗
大
谷
派
宗
憲
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
「
宗
憲
」

立
憲
の
精
神
に
立
っ
て
、
教
団
に
温
存
さ
れ
て
い
る
旧
体
制
を
克
服
す
る
た
め
、

一
九
九
一
年
、
寺
格
・
堂
班
の
廃
止
な
ど
法
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
る
巾
で
、
男
性

の
後
継
者
を
欠
く
寺
院
に
限
定
し
て
女
性
の
住
職
就
任
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
る
こ

し
ょ
う
ほ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
師
隆
補
や
法
要
座
次
の
進
席
に
つ
い
て
の
男
女
間
格
差
も

な
く
な
り
、
翌
年
「
僧
侶
条
例
施
行
条
規
」
の
改
正
を
も
っ
て
得
度
の
年
齢
制
限
に

つ
い
て
も
男
女
共
に
満
九
歳
か
ら
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
四
年
に
は
宗
務

審
議
会
「
女
性
の
宗
門
活
動
に
関
す
る
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
一
九
九
六
年
一
月

に
は
同
審
議
会
か
ら
答
申
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
、
女
性
の
住
職
就
任

に
関
す
る
規
定
等
が
改
め
ら
れ
る
と
共
に
、
同
年
ト
ー
月
宗
務
機
構
の
中
に
「
女
性

室
」
が
設
慨
さ
れ
る
に
蕊
っ
た
。

ま
た
宗
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
男
性
で
あ
る
住
職
の
配
偶
群
（
妾
）
を
坊
守
と
称
し

て
き
た
が
、
女
性
の
住
恥
就
任
に
と
も
な
い
、
そ
の
配
偶
者
（
火
）
の
位
悩
付
け
な

ど
を
含
め
て
制
度
上
「
坊
守
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
宗

務
審
議
会
「
女
性
の
宗
門
活
動
に
関
す
る
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け
、
一
九
九
六
年

六
月
の
宗
会
に
お
い
て
「
寺
院
教
会
条
例
」
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
「
坊
守
を
置
く

も
の
と
す
る
。
」
と
だ
け
規
定
し
、
詳
細
の
規
定
に
つ
い
て
は
条
例
の
趣
旨
に
沿
っ

て
施
行
条
規
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
問
題
の
持
つ
意
味
と
及
ぼ
す
影

響
の
大
き
さ
か
ら
施
行
条
規
に
よ
る
こ
と
な
く
、
翌
九
七
年
六
月
の
宗
会
に
て
二
年

間
の
時
限
立
法
と
し
て
「
寺
院
教
会
条
例
の
施
行
に
関
す
る
臨
時
描
慨
条
例
」
（
以

下
「
臨
時
描
侭
条
例
」
と
い
う
。
）
が
可
決
成
立
し
、
宗
門
全
体
に
「
坊
守
問
題
」
に

Ｔ
ｌ
こ
れ
圭
で
の
経
鐘

Ｉ

第
二
十
二
条
坊
守
は
、
住
職
の
職
務
の
本
義
を
領
解
し
て
、
住
職
と
と
も
に
教
法
を
聞
信
し
、
所
臓

門
徒
と
の
交
流
を
緊
密
に
し
て
、
寺
院
又
は
教
会
の
興
隆
発
展
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遵
曲
効
力
期
限
）

第
三
条
前
条
に
よ
る
新
条
例
の
各
改
正
規
定
は
、
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
失
効
す
る
。

附
則

ｌ
こ
の
条
例
は
、
新
条
例
施
行
の
日
に
施
行
す
る
。

２
こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
坊
守
又
は
前
坊
守
で
あ
る
省
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
坊
守
又
は
前
坊
守

と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

※
一
九
九
七
年
六
川
十
八
Ⅱ
施
行

教
団
の
制
度
機
構
上
の
取
り
組
み

■

（
別
表
）

「
寺
院
教
会
条
例
の
施
行
に
関
す
る
臨
時
措
置
条
例
」

I●
,●

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
寺
院
教
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
八
年
条
例
公
示
第
一
号
。
以

下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
章
に
規
定
す
る
坊
守
制
度
の
施
行
に
つ
い
て
、
寺
院
及
び
教
会
の
円

滑
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
必
要
な
臨
時
措
慨
を
定
め
る
。

（
新
条
例
の
改
正
）

第
二
条
新
条
例
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
定
義
）

第
二
十
条
住
職
又
は
教
会
主
管
者
の
配
偶
者
を
坊
守
、
前
住
峨
又
は
前
教
会
主
将
者
の
配
偶
者
を
前

坊
守
と
称
す
る
。

２
女
子
で
あ
る
住
職
の
配
偶
禰
に
つ
い
て
は
、
坊
守
に
関
す
る
規
定
は
遡
川
し
な
い
。

（
坊
守
燃
跡
）

第
二
十
一
条
坊
守
及
び
前
坊
守
は
、
叩
諦
に
よ
り
宗
務
所
の
坊
守
鱗
獅
に
盗
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
坊
守
鱗
簿
に
奄
録
さ
れ
な
い
譜
は
、
坊
守
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
趣
旨
）

２
以
皿

（
任
務
）

声、



計
画
」
を
策
定
し
、
一
九
八
五
年
に
は
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を
批
准
し
た
。
一
九
八

七
年
に
は
「
西
暦
二
○
○
○
年
に
向
け
て
の
新
国
内
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
一
九
九
四

年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
同

時
に
「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
六
年
審
議
会
が
答
申
し

た
「
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
「
男
女
共
同
参
画
二
○
○
○
年
プ
ラ
ン
」

（
国
内
行
動
計
画
）
を
策
定
し
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
二
十
一
世
紀
の
わ
が
国

社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
」
る
と
内
外
に
表
明
し
た
一
九
九
九
年
六
月

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

既
述
の
宗
門
に
お
け
る
法
改
正
等
の
動
き
も
「
男
女
平
等
」
に
む
け
た
国
際
社
会
の
大

き
な
う
ね
り
と
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
や
宗
門
に
お
い
て
「
真
に
男
女

平
等
な
る
共
同
体
」
の
理
念
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
時
代
社
会
か
ら
付
託
さ
れ
て
い
る
課

題
で
あ
り
、
宗
門
の
荷
負
す
べ
き
使
命
と
い
え
る
。

一
方
、
社
会
に
眼
を
向
け
る
と
、
国
際
的
に
も
女
性
差
別
問
題
は
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
国
連
が
結
成
さ
れ
る
や
否
や
、
そ
の
第
一
回
総
会

で
「
女
性
の
地
位
委
員
会
」
の
設
置
を
み
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
七
五
年
第
一
回
目
の

世
界
女
性
会
議
と
な
る
「
国
際
女
性
（
婦
人
）
年
世
界
会
議
」
に
て
「
世
界
行
動
計
画
」

が
採
択
さ
れ
、
一
九
七
九
年
「
女
性
（
女
子
）
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤

廃
に
関
す
る
条
約
」
（
一
般
に
は
「
女
性
（
女
子
）
差
別
撤
廃
条
約
」
と
略
称
す
る
。
）
の

採
択
、
さ
ら
に
一
九
八
五
年
弓
国
連
女
性
（
婦
人
）
の
十
年
』
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
」

に
お
け
る
「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
そ
し
て
、
一
九
九
五
年

「
第
四
回
世
界
女
性
会
議
」
で
「
北
京
行
動
綱
領
」
及
び
「
北
京
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
男
女
平
等
に
向
け
た
計
画
性
・
総
合
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
動
き
を
受
け
て
、
日
本
も
一
九
七
七
年
「
国
内
行
動

二
○
○
○
年
四
月
、
宗
務
審
議
会
「
坊
守
の
規
定
に
関
す
る
委
員
会
」
か
ら
の
答
申

を
経
て
、
同
年
六
月
の
宗
会
に
お
い
て
「
臨
時
措
置
条
例
」
の
条
文
が
そ
の
ま
ま
「
寺

院
教
会
条
例
」
の
本
則
に
調
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
も
指
針
一
・
指
針
二
に
基
づ

く
坊
守
の
問
題
は
継
続
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
（
『
あ
い
あ
う
』
第
八
号
参
照
）

ま
た
、
二
○
○
四
年
六
月
の
宗
会
に
お
い
て
「
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
」
が
一
部
改

正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
住
職
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
宗
議
会
議
員
の
被
選
挙
資
格
が
、

住
職
及
び
住
職
の
同
意
を
得
た
教
師
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宗
門
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
動
き
の
根
底
に
は
、
「
真
宗
大
谷
派
坊
守
会
連
盟
」
や
「
真

宗
大
谷
派
に
お
け
る
女
性
差
別
を
考
え
る
女
た
ち
の
会
」
な
ど
の
女
性
に
よ
る
団
体
か

ら
宗
務
当
局
に
対
し
て
女
性
の
住
職
就
任
の
実
現
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
な

ど
、
宗
門
内
に
歴
然
と
し
て
存
在
す
る
性
別
を
根
拠
と
し
た
不
平
等
な
取
り
扱
い
へ
の

指
弾
と
男
女
平
等
へ
の
願
い
が
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

２

３

男
女
平
等
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
き

雪p、

Ｉこれまでの経組

ま
た
宗
門
に
お
い
て
、
女
性
の
住
職
就
任
を
き
っ
か
け
と
し
て
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
「
坊
守
制
度
」
の
問
題
は
、
一
九
九
九
年
「
寺
院
教
会
条
例
の
施
行
に
関
す
る
臨
時
措

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
提
案
趣
旨
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
家
」
制
度
を
そ
の
ま
ま
採
り
込
ん
で
き
た
男
性
中
心
の
宗
門
に
あ
っ
て
、
男
性
住
職

を
実
質
的
に
補
完
す
る
住
職
の
配
偶
者
を
「
坊
守
」
と
呼
び
、
そ
の
立
場
を
一
見
重
ん
じ

な
が
ら
も
、
逆
に
宗
門
の
性
差
別
を
温
存
助
長
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
、
深
い
繊
悔

に
立
っ
て
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
（
中
略
）
「
従
前
の
坊
守
の
規
定
で
は
不
十
分
で
あ
る
」

と
い
う
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
「
女
性
が
、
主
体
的
に
寺
院
運
営
と

宗
政
に
関
わ
り
を
持
て
る
方
途
を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要

望
は
、
「
積
極
的
に
男
女
両
性
が
参
画
で
き
う
る
寺
院
運
営
、
宗
政
参
加
の
施
策
を
具
体

的
に
ど
う
開
い
て
い
く
の
か
」
と
い
う
ご
意
見
と
受
け
止
め
、
（
「
提
案
趣
旨
説
明
」
か
ら
）

‘索、

指
針
一
・
指
針
こ
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て

９



４

そ
こ
か
ら
「
門
徒
・
同
朋
に
開
か
れ
た
聞
法
の
道
場
と
し
て
の
寺
院
運
営
を
め
ざ
し
て
」

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
二
つ
の
指
針
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
協
議
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
て
き
た
課
題
と
し
て
、
坊

守
問
題
に
限
ら
ず
性
差
別
の
問
題
は
、
男
性
の
差
別
者
と
女
性
の
被
差
別
者
と
い
っ
た

一
元
的
な
次
元
で
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
問
題
は
後
述
の
よ
う
に
非
常
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
取
り
組
み
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
き
た
。

こ
と
に
、
今
日
宗
門
で
は
、
坊
守
に
関
す
る
規
程
な
ど
を
除
い
て
、
法
規
の
上
で
は
性

別
を
根
拠
と
し
た
格
差
は
是
正
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
多
く
の
課
題
を

残
し
て
い
る
と
同
時
に
、
一
見
男
女
間
に
中
立
的
で
あ
る
と
見
え
る
法
規
・
制
度
で
あ
っ

て
も
、
宗
門
に
か
か
わ
る
人
々
の
意
識
・
行
動
や
慣
習
・
慣
行
の
な
か
に
は
、
依
然
と
し

て
女
性
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
男
女
の
役
割
に
関
す
る
固
定
的
な
考
え
方
な
ど
が
色
濃

く
み
ら
れ
、
結
果
と
し
て
差
別
が
維
持
・
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
よ
っ
て
、
二
○
○
○
年
度
宗
会
に
お
け
る
宗
務
総
長
演
説
で
は
、
「
今
後
の
課
題
と

し
て
、
女
性
に
関
す
る
教
学
・
教
化
・
制
度
の
検
証
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
基

本
的
「
条
例
」
の
制
定
、
さ
ら
に
そ
の
男
女
共
同
参
画
を
具
体
化
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
が
必
要
で
あ
る
」
と
、
宗
門
の
基
本
的
姿
勢
の
表
明
と
総
合
的
・
計
画
的
な
取
り

組
み
の
必
要
性
を
表
明
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
性
差
別
の
視
点
を
も
っ
て
法
規
・
制

度
の
改
正
の
検
討
や
、
宗
門
内
に
お
け
る
慣
習
・
慣
行
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
い
、
そ
し

て
何
よ
り
そ
れ
ら
を
成
り
立
た
せ
て
き
た
教
学
を
問
い
な
お
す
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
、
事
実
上
の
男
女
平
等
を
め
ざ
し
て
総
合
的
か
つ
積
極
的
に
宗
門
改
革
を
す
す
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
今
後
宗
門
が
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
め

ざ
し
て
改
革
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、

①
「
基
本
条
例
」
（
仮
称
）
の
制
定

②
「
行
動
計
画
」
の
策
定

'認､､

わ
が
宗
門
は
、
一
九
六
一
年
の
宗
祖
親
鴬
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
を
機
縁
と
し
て
、
「
真

宗
門
徒
一
人
も
な
し
」
の
自
覚
を
も
っ
て
翌
六
二
年
、
真
宗
同
朋
会
運
動
を
発
足
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
六
九
年
の
管
長
職
譲
渡
の
い
わ
ゆ
る
開
申
事
件
に
始
ま
る
宗
門
問
題
の
な

か
、
一
九
七
七
年
同
朋
会
運
動
十
五
周
年
全
国
大
会
に
お
い
て
．
、
古
い
宗
門
体
質
の

克
服
二
、
現
代
社
会
と
の
接
点
を
も
つ
三
、
真
宗
門
徒
と
し
て
の
自
覚
と
実
践
」
の

三
項
目
が
同
朋
会
運
動
を
す
す
め
て
い
く
上
で
の
基
本
課
題
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

一
九
八
一
年
に
は
「
真
宗
大
谷
派
宗
憲
」
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
「
同
朋

社
会
の
顕
現
」
を
宗
門
運
営
の
根
幹
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
去
る
一
九
九
八
年
蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
を
厳
修
す
る
に
あ
た
り
「
バ
ラ

ち
が
い

バ
ラ
で
い
っ
し
ょ
ｌ
差
異
を
み
と
め
る
世
界
の
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
見
出
し
て
き

も
が
い

た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
男
女
と
い
う
性
の
差
異
を
生
き
る
一
人
ひ
と
り
が
ど
こ
で
共
な
る
世

界
を
見
出
し
得
る
の
か
と
い
う
問
い
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
宗
祖
親
驚
聖
人
七
百
五
十
回

御
遠
忌
を
間
近
に
控
え
た
今
日
、
こ
れ
ま
で
同
朋
会
運
動
の
中
で
「
僧
と
俗
」
と
い
う
視

点
か
ら
問
わ
れ
て
き
た
御
同
朋
・
御
同
行
と
い
う
関
係
の
上
に
、
改
め
て
「
男
女
」
と
い

う
視
点
を
も
っ
て
「
同
朋
社
会
」
と
い
う
概
念
が
明
確
に
問
い
返
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
え
る
。

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
具
体
的
に
は
一
人
の
人
権
の

問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
人
を
と
お
し
て
問
わ
れ
て
く
る
こ
と
は
、
真
の
意
味
で
の

「
御
同
朋
」
の
関
係
か
ら
な
る
「
新
た
な
教
団
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

そ
の
こ
と
が
、
今
日
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
向
け
て
「
真
に
平
等
な
る
関
係
」
を
呼
び

覚
ま
す
は
た
ら
き
と
な
る
と
確
信
す
る
。

③
「
機
構
」
の
整
備
（
体
制
づ
く
り
）

の
三
点
を
緊
急
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

これまでの経緯

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
願
い

'詞ツ
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宗
門
存
立
の
意
義
Ｉ
〈
一
人
〉
の
尊
厳
と
同
朋
社
会
の
顕
現
Ｉ

親
鴬
聖
人
は
如
来
か
ら
賜
っ
た
信
心
を
大
儒
心
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て

あ
ん

ざ
せ
ん
し
芝
え
ら

な
ん
に
よ

い

お
お
よ
そ
大
信
海
を
案
ず
れ
ば
、
貴
賎
・
総
素
を
筒
ば
ず
、
男
女
・
老
少
を
謂

く
ど
ん

わ
ず
、
造
罪
の
多
少
を
問
わ
ず
、
修
行
の
久
近
を
華
叩
ぜ
ず
、
（
中
略
）
た
だ
こ
れ

し
ん
ぎ
よ
う

不
可
思
議
・
不
可
説
・
不
可
称
の
信
楽
な
り
。
（
中
略
）
如
来
誓
願
の
薬
は
、
よ

上
っ
ぐ

く
智
愚
の
毒
を
減
す
る
な
り
。
（
『
真
宗
聖
典
』
一
一
三
六
頁
）

と
、
喜
び
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
逆
に
篇
え
ば
、
「
智
愚
の
が
」
と
し
て
婆
婆
川
界
の
あ
り
様
が
、
偏

心
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
も
、
量
賎
・
綿
索
を
簡
び
、
男
女
・
老
少
を
調
い
、

造
罪
の
多
少
を
問
い
、
修
行
の
久
近
を
論
じ
て
や
ま
な
い
姿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

解
き
明
か
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
た
だ
翻
弄
さ
れ
苦
悩

す
る
ほ
か
に
生
き
方
を
見
出
し
得
な
い
人
々
に
、
念
仏
を
も
っ
て
願
生
浄
土
の
道
を

歩
ま
せ
続
け
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
が
如
来
の
大
慈
悲
心
で
あ
る
と
い
た
だ
い
て
お

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
親
燃
聖
人
が
こ
の
よ
う
に
あ
え
て
雷
葉
を
尽
く
し
て
大
信
海
に
つ
い
て
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
願
生
浄
土
の
道

を
歩
む
こ
と
の
具
体
、
つ
ま
り
念
仏
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
と
こ
の
世
の
何
が
課
題
と

な
っ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
言
え
る
。

で
は
、
そ
の
課
題
と
な
っ
た
、
貴
賎
・
総
素
を
簡
び
、
男
女
・
老
少
を
請
い
、
造

罪
の
多
少
を
問
い
、
修
行
の
久
近
を
論
ず
る
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
生
ま
れ
が
貴

い
、
賎
し
い
」
「
出
家
者
で
あ
る
、
在
俗
者
で
あ
る
」
「
男
で
あ
る
、
女
で
あ
る
」

「
老
人
で
あ
る
、
若
誰
者
で
あ
る
」
と
い
う
社
会
的
あ
る
い
は
肉
体
的
・
精
神
的
差

Ⅱ
め
ざ
す
べ
き
宗
門
像

Ｉ

〃へ

戸

異
の
中
に
特
別
の
意
味
と
価
値
の
序
列
を
設
定
し
、
例
え
ば
「
女
だ
か
ら
」
と
い
う

こ
と
で
女
性
た
ち
の
生
き
方
や
考
え
方
を
云
々
し
（
調
う
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々

を
分
断
し
孤
立
さ
せ
る
（
簡
ぶ
）
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
人
間
の
存
在
価
値
を
「
善
・

悪
」
（
造
罪
の
多
少
）
や
「
で
き
る
．
で
き
な
い
」
（
修
行
の
久
近
）
と
い
う
基
準

（
そ
れ
は
や
や
も
す
れ
ば
、
そ
の
時
代
社
会
の
権
力
支
配
構
造
を
補
完
す
る
体
系
の

中
に
あ
る
）
で
評
価
し
（
論
じ
る
）
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
す
者
・
劣
る
者
を
ま
る
で

人
間
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
形
で
問
い
責
め
る
（
問
う
）
こ
と
で
あ
る
。

親
驚
聖
人
は
『
御
消
息
集
』
の
中
で
、

と
し
ご
ろ
念
仏
し
て
往
碓
を
ね
が
う
し
る
し
に
は
、
も
と
あ
し
か
り
し
わ
が
こ
こ

ろ
を
も
お
も
い
か
え
し
て
、
と
も
の
岡
川
に
も
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し
ま
し

あ
わ
ば
こ
そ
、
川
を
い
と
う
し
る
し
に
て
も
そ
う
ら
わ
め
と
こ
そ
、
お
ぼ
え
そ
う
ら

え
。
よ
く
よ
く
御
こ
こ
ろ
え
そ
う
ろ
う
べ
し
。
（
『
真
宗
聖
典
』
五
六
三
頁
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
貴
賎
・
継
素
を
簡
ぱ
ず
、
男
女
・
老
少
を
謂
わ
ず
、
造
罪
の
多
少
を
問
わ
ず
、

修
行
の
久
近
を
論
」
じ
な
い
大
信
心
を
賜
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
世
を
い
と
う
し
る

し
」
と
し
て
み
ず
か
ら
と
こ
の
世
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
、
も

は
や
「
蛍
賎
・
綱
素
を
簡
ば
ず
、
男
女
・
老
少
を
詔
わ
ず
、
造
罪
の
多
少
を
問
わ
ず
、

い
ち
に
ん

修
行
の
久
近
を
諮
祁
」
じ
る
必
要
の
な
い
〈
一
人
〉
の
自
覚
へ
と
う
な
が
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
〈
一
人
〉
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
多
様
な
社
会
的
・
歴
史
的
な
関
係
性
の

中
で
、
誰
も
代
わ
る
者
な
き
唯
一
固
有
の
身
を
生
き
て
い
る
と
い
う
「
存
在
の
尊
厳
」

と
、
人
間
の
現
実
に
苦
悩
し
、
教
法
と
よ
き
ひ
と
に
出
遇
う
こ
と
に
よ
っ
て
目
覚
め
、

人
間
の
歴
史
に
底
通
す
る
願
心
に
生
き
よ
う
と
す
る
「
自
覚
の
尊
厳
」
、
こ
の
よ
う
な

〈
一
人
〉
の
尊
厳
に
Ⅱ
覚
め
、
自
他
共
に
認
め
合
う
（
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し

ま
し
あ
う
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
一
人
一
人
〉
に
よ
っ
て

Ｔｌ



Ⅱめざすべき宗門像

の
第
一
と
し
て
「
同
朋
社
会
の
蝋
現
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
堂
賎
・

細
素
を
簡
ば
ず
、
男
女
・
老
少
を
調
わ
ず
、
造
罪
の
多
少
を
問
わ
ず
、
修
行
の
久
近

を
論
」
じ
る
必
要
の
な
い
〈
一
人
一
人
〉
の
「
同
朋
」
の
交
わ
り
を
絶
え
る
こ
と
な

く
開
き
続
け
る
こ
と
を
、
わ
が
宗
門
存
立
の
い
の
ち
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
宗
門
存
立
の
懲
義
を
果
た
す
た
め
に
、
宗
門
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
人
に
は
、
佃
俗
・
男
女
・
老
少
を
問
わ
ず
、
等
し
く
、
同
朋
公
議
の
貞
任
が
荷
負

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
宗
門
の
現
実
に
あ
っ
て
は
、
男
女
の
性
別
に
よ
る
役
割
が
間
定
的

に
語
ら
れ
、
こ
と
に
宗
門
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
（
宗
会
、
教
区
会
・
教
区
門
徒

会
、
組
会
・
組
門
徒
会
等
）
へ
の
女
性
の
参
画
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
現
状
は
、
取
り
も
瞳
さ
ず
、
同
朋
社
会
の
顕
現
を
い
の
ち
と
す
る
宗
門
が
、
そ
の

推
進
を
例
る
た
め
の
機
構
で
あ
る
み
ず
か
ら
の
組
織
体
、
そ
れ
ｎ
体
に
同
朋
社
会
の

体
現
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
矛
盾
を
露
呈
し
て
い
る
。

今
こ
こ
で
、
同
朋
社
会
の
顕
現
へ
向
け
た
同
朋
公
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
あ
え

て
男
女
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
男
女
が
等
し
く
側
朋
公

議
の
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
図
る
こ
と
は
、
同
朋
教
団
と
し
て
の
宗
門
運
営
の
基

盤
に
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

念
仏
の
も
と
で
新
た
な
人
間
の
交
わ
り
、
「
同
川
」
の
交
わ
り
を
絶
え
る
こ
と
な
く

開
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

真
宗
大
谷
派
な
る
宗
門
の
精
神
を
躯
っ
た
「
宗
憲
」
前
文
に
、
宗
門
運
営
の
根
幹

Ｐ

百
』

ー９

４

か
つ
ち
合
う
こ
と
を
い
う
。

鰯

1２

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
」
と
は
、
宗
門
に
属
す
る
す
べ
て

の
男
女
が
、
立
教
開
宗
の
精
神
に
則
り
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
〈
一
人
〉
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ
と
り

が
水
平
に
出
遇
う
こ
と
の
で
き
る
岡
川
社
会
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
み
ず
か
ら
の
意
思
と
責
任
と
に
お
い

て
選
択
さ
れ
た
方
法
で
、
そ
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
等
な
立
場
で
共
に
宗
門

の
運
営
に
参
画
し
、
よ
っ
て
同
朋
の
公
議
公
論
の
責
任
を
分

」
定
義
▽

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
定
義
と
基
本
理
念
（
案
）

弓



『

1３

鰯
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
た
り
、
固
定
的
な
役
割
を
強
制

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
、
男
女
が
共
に
〈
一
人
〉
と

し
て
の
尊
厳
を
認
め
合
う
教
団
（
〈
一
人
〉
の
尊
厳
）

鰯
真
宗
門
徒
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
、
同
朋
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
み
ず
か
ら
の
意
思
と
責
任
に
お
い
て
個
性
を
発

揮
す
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
た
教
団
（
自
己
選
択
の
尊
重
）

鰯
男
女
が
、
宗
門
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
対
し
て

平
等
に
参
画
し
、
同
朋
の
公
議
公
論
の
責
任
を
分
か
ち
合
う

教
団
（
同
朋
公
議
の
責
任
）

鰯
基
本
理
念
蕊

Ｌ

f鐸、

Ⅱめざすべき宗門像

３
｜
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
実
現
の
た
め
の
基
本
目
標

鰯
〈
一
人
〉
の
尊
厳
が
認
め
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
教
団
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

綴
宗
門
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
性
別
を
理
由
に
し
た
差
別
的
取
り

扱
い
を
一
切
許
さ
な
い
姿
勢
を
徹
底
す
る

鶴
宗
門
に
関
す
る
諸
制
度
・
教
学
・
儀
式
・
慣
行
に
お
い
て
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
を
反
映
し
男
女
平
等
参
画

を
阻
害
す
る
も
の
は
、
こ
れ
を
す
べ
て
改
善
し
、
必
要
に
応

じ
て
積
極
的
格
差
改
善
措
置
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
）

を
実
施
す
る

鰯
宗
門
に
属
す
る
男
女
が
、
宗
務
所
（
本
山
）
・
教
区
・
組
・

寺
院
教
会
に
お
け
る
施
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
に
関
し
、

平
等
な
立
場
で
共
に
参
画
す
る
機
会
を
確
保
す
る

鰯
基
本
目
標
職



寺
院
の
問
題
に
つ
い
て

Ⅲ宗門の現状と課麗

女
性
室
で
は
今
回
、
教
団
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画
の
実
現
に
向
け
て
の
今
後
の
方

向
を
見
定
め
て
い
く
た
め
、
一
九
九
六
年
一
月
に
提
出
さ
れ
た
宗
務
審
議
会
「
女
性
の

宗
門
活
動
に
関
す
る
委
幽
会
」
答
申
や
こ
れ
ま
で
女
性
室
が
開
催
し
て
き
た
「
女
性
会

議
」
（
通
算
六
Ｍ
）
等
の
小
で
指
摘
さ
れ
た
問
迦
、
そ
し
て
女
性
室
の
活
動
の
巾
か
ら
見

出
さ
れ
て
き
た
課
題
等
の
整
理
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
概
略
を
次
の
と
お
り
示
し
、
崇

門
の
現
状
と
課
題
を
確
認
す
る
。

（
１
）
住
職
・
寺
族
等
に
つ
い
て

一
九
九
一
年
及
び
一
九
九
六
年
、
「
寺
院
教
会
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
女
性
の
住
職
就

任
が
実
現
し
た
こ
と
等
を
機
縁
と
し
て
、
改
め
て
寺
院
を
め
ぐ
る
様
々
な
小
柄
が
、
根

底
か
ら
そ
の
意
味
と
あ
り
方
を
問
い
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
か

つ
て
真
宗
同
朋
会
運
動
発
足
当
初
の
「
家
の
宗
教
か
ら
個
の
自
覚
の
宗
教
へ
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
「
男
女
」
と
い
う
視
点
を
と
お
し
て
初
め
て
寺
院
に
身
を
置
く
者
に

と
っ
て
個
々
の
課
題
と
な
っ
て
響
い
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

典
体
的
に
は
、
「
住
職
の
世
襲
制
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
「
家

制
度
」
に
お
け
る
長
子
相
続
の
考
え
方
に
雌
づ
く
も
の
で
あ
り
、
性
差
別
の
み
な
ら
ず

寺
院
の
公
性
と
い
う
点
か
ら
も
そ
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

更
に
、
住
職
後
継
者
を
早
期
に
確
定
し
、
育
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
候
補
衆
徒

の
制
度
に
つ
い
て
も
改
正
さ
れ
た
が
、
世
襲
制
の
問
題
と
併
せ
て
そ
の
必
然
性
が
問
わ

れ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
、
一
般
に
住
職
の
家
族
を
「
寺
族
」
と
呼
ん
で
き
た
が
、

こ
の
暖
味
な
位
置
付
け
及
び
概
念
や
、
寺
族
で
な
い
僧
侶
の
位
憤
付
け
の
見
直
し
と
い

Ⅲ
宗
門
の
現
状
と
課
題

．
Ｉ

（
２
）
坊
守
間
迦
に
つ
い
て

坊
守
に
関
し
て
は
、
各
寺
院
の
状
況
が
多
様
化
し
て
お
り
、
川
・
的
・
川
定
的
に
決
め

に
く
い
現
状
で
あ
る
が
、
寺
院
・
教
団
に
お
け
る
位
憧
付
け
と
同
時
に
、
性
差
別
の
問
題

と
し
て
の
両
方
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
状
と
し
て
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
る
。

ア
、
男
性
を
坊
守
の
規
定
か
ら
除
外
す
る
こ
と
の
問
題

現
行
条
例
で
は
、
女
性
で
あ
る
住
職
の
配
偶
者
は
坊
守
の
規
定
を
適
川
し
な
い
旨
「
寺

院
教
会
条
例
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宗
門
法
規
上
性
別
を
根
拠
と

し
た
適
川
除
外
の
規
定
を
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
男
女
平
等
参
画
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
で
あ
り
、
早
急
に
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
篭
に
お
い

て
そ
の
問
題
性
を
指
摘
し
具
巾
し
た
。

イ
、
配
偶
者
と
い
う
問
題

大
谷
派
に
お
い
て
「
坊
守
」
と
は
、
現
行
の
規
則
で
は
「
住
職
の
配
偶
者
を
坊
守
と
称

■

1４

う
問
題
に
ま
で
つ
な
が
る
。

こ
の
こ
と
は
、
門
首
継
承
に
つ
い
て
定
め
た
「
内
事
章
範
」
が
、
覚
如
上
人
以
来
の
本

願
寺
の
血
脈
相
続
を
蛙
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
普
通
寺
院
の
住
職
継
承
の
雛
咽
的
意
味
を

持
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
こ
の
「
内
小
章
範
」
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
将
来
的

展
望
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
が
問
わ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

大
谷
派
の
寺
院
が
、
一
九
九
九
年
の
宗
会
に
お
い
て
指
針
一
と
し
て
示
さ
れ
た
「
門

徒
・
同
朋
に
開
か
れ
た
聞
法
道
場
と
し
て
の
寺
院
運
営
を
め
ざ
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
寺

院
と
い
う
枠
組
み
を
い
か
に
克
服
し
て
、
真
宗
門
徒
と
し
て
関
係
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
課
題
を
一
人
ひ
と
り
が
狐
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
立
っ
て
今
後
「
寺

院
教
会
条
例
」
の
抜
本
的
改
正
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

･･１



教
学
・
教
化
に
つ
い
て

今
日
「
男
女
平
等
参
画
」
の
問
題
が
国
際
的
な
共
通
課
題
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
教
団
に
お
い
て
ま
だ
性
差
別
の
問
題
が
脚
身
の
具
体
的
な
信
心
の
課

題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
か
え
っ
て
個
人
的
・
精
神
的
問

題
と
し
て
倭
小
化
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
今
後
、
女
性
に

関
す
る
教
学
・
教
化
の
歴
史
的
検
証
作
業
や
国
際
人
権
思
想
と
仏
教
思
想
（
真
宗
の
教

え
）
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
新
た
に
男
女
と
い
う
視
点
か

ま
た
、
坊
守
の
位
置
付
け
と
い
う
問
題
は
「
坊
守
章
」
の
扱
い
の
他
、
住
職
を
欠
く

場
合
の
寺
族
の
代
表
満
の
問
題
、
史
に
は
共
済
制
度
に
も
関
係
が
あ
り
、
寺
族
の
位
瞬

付
け
と
共
に
恢
亜
に
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

す
る
。
」
と
あ
り
、
坊
守
の
資
格
の
有
無
が
婚
姻
制
度
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
坊
守
の
処
遇
が
夫
で
あ
る
住
職
の
進
退
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
本
人
の
意
思
に
無
関

係
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
主
体
的
な
選
び
を
も
っ
て
坊
守
に
就
任
・
退
任
す
る

こ
と
を
自
他
共
に
確
認
で
き
る
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ウ
、
現
状
に
お
け
る
「
坊
守
制
度
」
の
必
要
性
の
明
確
化

坊
守
が
教
団
の
法
規
上
に
規
定
さ
れ
た
の
は
一
九
二
六
（
大
服
十
川
）
年
の
「
坊
守

規
程
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
女
性
の
得
度
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
徴
兵

さ
れ
る
住
職
・
僧
侶
に
代
わ
り
、
特
に
住
職
の
妻
及
び
寺
族
女
性
に
限
り
「
坊
守
帰
敬

式
」
の
受
式
と
坊
守
籍
簿
へ
の
登
録
を
経
て
法
務
を
行
う
こ
と
を
許
可
し
、
僧
侶
に
準

じ
た
扱
い
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
川
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
今
、
、
得

度
な
ど
に
関
し
て
男
女
間
の
格
維
は
蛙
正
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
在
、
坊
守
は
単
な
る

呼
称
で
あ
り
、
位
慨
付
け
等
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
指
摘
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
べ
き
か
、
そ
の
問
題
の
根
底
に
何
が
あ
る
の
か
を
慎
重
に
見
極
め
て
判
断
し
て

鰯 い
く
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
性
差
別
に
関
す
る
教
化
施
策

宗
門
に
身
を
慨
く
一
人
ひ
と
り
が
性
差
別
の
間
胆
を
正
し
く
認
識
し
、
男
女
平
等
参
両

の
願
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
願
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
男
女
平
等
参
画
」
の
問
題
を

宗
門
の
教
化
施
策
の
柱
と
し
て
位
横
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
学
び
の
場
を
持
つ

た
め
の
計
画
的
か
つ
総
合
的
な
教
化
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅲ宗門の現状と課題

(･~

（
３
）
女
性
の
視
点
か
ら
の
教
学
の
問
い
直
し
の
必
要
性

『
仏
説
無
吐
寿
経
』
（
『
真
宗
聖
典
』
二
一
頁
）
に
第
三
十
五
版
（
女
人
往
生
の
願
）

が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
願
は
、
女
性
達
の
歴
史
的
な
苦
悩
が
よ
う
や
く
仏
教
の

視
野
に
入
っ
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
も
の
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
の
克
服
の
方

向
性
に
男
性
中
心
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
こ

れ
ま
で
、
わ
が
教
団
が
こ
の
問
題
を
正
而
か
ら
取
り
上
げ
対
時
し
て
き
た
と
は
い
え

（
１
）
女
性
の
教
化
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
育
成

こ
れ
ま
で
、
特
に
教
化
ス
タ
ッ
フ
に
女
性
の
確
保
・
育
成
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

に
は
宗
門
に
お
い
て
「
教
化
に
お
け
る
間
定
的
性
別
役
割
分
拙
」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

き
て
い
る
。
つ
ま
り
「
婦
人
教
化
」
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
常
に
「
女
性
は

教
化
さ
れ
る
側
」
（
こ
の
背
景
に
は
五
障
三
従
の
思
想
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
）
と
い
う
位
世
付
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
教
師
修
練
や
同
朋
会

館
を
は
じ
め
様
々
な
場
に
女
性
の
教
化
ス
タ
ッ
フ
の
参
川
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
各
教

区
・
組
の
教
化
委
員
会
等
に
お
い
て
、
坊
守
会
の
役
興
と
し
て
女
性
が
参
加
す
る
よ
う
な

躯
例
は
あ
る
が
、
よ
り
広
い
範
州
か
ら
枝
械
的
に
女
性
が
か
か
わ
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
が
望
ま
れ
る
。

ら
典
に
一
‐
同
朋
」
な
る
関
係
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
が

あ
げ
ら
れ
る
。

f傭~、

1５



■

法
要
・
儀
式
に
つ
い
て
は
、
ｎ
常
の
生
活
の
中
に
あ
っ
て
身
近
で
具
体
的
な
問
題
で

あ
る
。
一
九
九
一
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
寺
格
・
堂
班
が
廃
止
さ
れ
、
教
師
隆
補
や

法
要
座
次
の
進
席
に
つ
い
て
も
男
女
が
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

大
谷
派
の
声
明
作
法
は
、
従
来
男
性
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
声
明
の
音
域
等
に
つ
い

て
女
性
が
参
価
し
に
く
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
僧
俗
と
も
に
平
座
に
よ
る
儀

式
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
男
女
の
視
点
を
交
え
た
と
こ
ろ

か
ら
新
た
な
儀
式
の
あ
り
方
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
現
在
は
次

の
よ
う
な
点
が
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
女
性
が
参
画
で
き
る
新
し
い
教
化
活
動
の
場
の
創
造

教
師
修
練
以
降
の
学
び
の
場
が
全
く
個
人
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
教
団
と
し
て
の
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
が
な
い
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
寺
族
で
な
い
女

性
の
場
合
に
真
宗
の
教
え
に
触
れ
て
、
僧
侶
と
な
り
教
師
資
格
を
取
得
し
た
も
の
の
、

教
剛
の
中
に
活
動
の
場
（
接
点
）
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
い
え
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
真
宗
の
教
え
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
た
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち

が
あ
っ
て
も
、
教
団
と
し
て
積
極
的
に
人
を
把
握
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
が
欠

如
し
て
い
る
と
い
え
る
。
女
性
の
教
化
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
育
成
と
い
う
問
題
と
あ
わ

せ
て
、
新
し
い
教
化
活
動
の
あ
り
方
を
思
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。
親
鷲
聖
人
や
蓮
如
上
人
の
女
性
観
・
女
人
往
生
思
想
な
ど
は
教
学
的
に
も
未

踏
の
領
域
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
三
十
五
願
の
課
題
・
五
障
三
従
の

問
題
・
教
学
に
お
け
る
固
定
的
性
別
役
割
分
孤
の
問
題
等
々
、
改
め
て
女
性
の
視
点

か
ら
聖
教
を
読
み
解
き
、
教
学
を
問
い
直
す
作
業
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

魁

大
谷
派
の
得
度
式
は
、
宗
祖
の
出
家
得
度
の
姿
に
倣
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
制
度

上
の
男
女
の
差
異
を
な
く
す
意
味
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
受
式
の
年
齢
制
限
は
男
女
共
に

満
九
歳
か
ら
に
統
一
さ
れ
た
。

ま
た
、
式
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
盃
の
俵
」
を
廃
止
す
る
な
ど
、
一
部
見
直
し
が
な
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
受
式
の
際
の
女
性
の
髪
型
の
意
味
な
ど
、
さ
ら
に
確
認
を
要
す
る
点

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
現
宗
憲
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
真
宗
に
お
け
る
得
度
式
の
あ
り
方
を

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

儀
式
・
声
明
作
法
等
に
つ
い
て

Ⅲ宗門の現状と罵ﾖ窪
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（
１
）
法
名
に
つ
い
て

現
在
大
谷
派
に
お
い
て
、
男
性
の
法
名
は
「
釈
○
○
」
・
女
性
の
法
名
は
「
釈
尼
○
○
」

と
い
う
形
で
授
与
さ
れ
て
い
る
。
教
剛
の
中
に
は
、
仏
弟
子
の
名
と
し
て
の
法
名
に
男
女

の
違
い
を
設
け
る
こ
と
へ
の
疑
問
の
声
も
あ
り
、
教
学
的
見
地
と
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
視

点
を
交
え
て
、
ど
の
よ
う
な
法
名
の
あ
り
方
が
本
来
で
あ
る
か
を
広
く
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
葬
儀
式
に
つ
い
て

現
在
、
葬
儀
式
に
つ
い
て
正
式
に
本
山
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

『
お
内
仏
の
お
給
仕
と
心
得
』
（
東
本
願
寺
出
版
部
発
行
）
の
中
で
は
、
葬
場
勤
行
に
つ

い
て
、
男
性
の
葬
儀
の
場
合
は
「
本
願
力
に
あ
い
ぬ
れ
ば
」
、
女
性
の
場
合
は
「
真
実
信

心
う
る
ひ
と
は
」
等
の
和
讃
を
区
別
し
て
用
い
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
葬
儀
式

の
一
つ
の
堺
例
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
に
は
こ
れ
に
倣
っ

て
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
教
学
的
見
地
か
ら
も
そ
の
意
味
を
確
か
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
得
度
式
に
つ
い
て

《
凶
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教
団
の
諸
制
度
・
機
構
に
つ
い
て

（
２
）
教
区
の
機
関

現
状
の
教
区
会
は
、
組
長
議
員
と
選
出
教
区
会
議
員
に
お
い
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
資
格
が
住
職
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
住
職
以
外
の
女
性
を
含
む
僧
侶
（
有

教
師
）
が
参
画
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
こ
に
女
性
の
参
画
を
促
す
に
は
積

極
的
な
措
置
も
含
め
早
急
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
他
の
教
区
に
お
け
る
機
関

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
の
認
識
は
充
分
に
定
着
し
て
い
な
い

会
等
に
女
性
の
参
画
を
促
す
積
極
的
措
置
が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
組
会
に
お
哩

る
「
代
理
人
」
の
権
限
の
明
確
化
や
「
組
委
員
」
制
度
の
充
実
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、
組
門
徒
会
に
関
す
る
規
程
に
は
性
別
に
よ
る
制
限
は
一
切
な
い
が
、
慣
麺

に
よ
り
寺
院
の
役
員
に
男
性
を
選
出
す
る
傾
向
は
依
然
と
し
て
根
強
い
。
ま
ず
各
圭

院
に
お
い
て
男
女
平
等
参
画
の
意
識
が
高
ま
る
よ
う
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

（
１
）
組
の
機
関

各
寺
院
と
教
団
組
織
と
の
最
も
具
体
的
な
接
点
は
組
で
あ
る
。
そ
こ
に
女
性
が
参

画
す
る
こ
と
は
男
女
平
等
参
画
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
基
本
的
課
題
で
あ
り
、
組

会
等
に
女
性
の
参
画
を
促
す
積
極
的
措
置
が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
組
会
に
お
け

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
願
い
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、

女
性
が
教
団
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
企
画
立
案
の
時
点
か
ら
、
男
性
と
対
等
な
立
場
で
参

画
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
願
い
に
立
っ
て
教
団
の
諸
制
度
・
機
構
を
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
改
革
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

に
つ
い
て
も
、

こ
と
も
あ
り
、

４
ま
た
、
教
区
門
徒
会
に
つ
い
て
も
、
制
度
上
は
性
別
に
よ
る
制
限
は
な
い
が
、
選

が
、
慣
習

ま
ず
各
寺

Ⅲ宗門の現状と課題

今
後
積
極
的
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。 男

性
と
対
等
な
立
場
で
参

『

（
４
）
審
議
会
等

本
山
や
教
区
の
宗
務
機
関
、
ま
た
政
策
の
立
案
・
決
定
に
か
か
わ
る
審
議
会
や
委

員
会
な
ど
に
つ
い
て
も
、
僧
俗
・
男
女
と
い
っ
た
複
合
的
視
点
か
ら
会
が
構
成
さ
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
宗
門
全
体
に
そ
の
た
め
の
積
極
的
措
置
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
宗
務
の
運
営
を
で
き
る
限
り
透
明
に
す
る
た
め
の
「
情
報
公
開
」

制
度
の
整
備
に
関
す
る
要
望
も
あ
る
。

（
３
）
宗
会

教
団
の
最
高
議
決
機
関
の
内
、
宗
議
会
に
女
性
議
員
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
男
女
平
等
参
画
の
理
念
に
反
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
女
性
会
議
」
等
の

中
で
も
、
真
宗
同
朋
会
運
動
の
願
い
に
立
っ
て
、
二
院
制
の
是
非
も
含
め
た
と
こ
ろ

か
ら
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
て
い
た
。

二
○
○
四
年
六
月
「
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
女
性
の
教
師

に
も
被
選
挙
資
格
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
。
女
性
の
参
画
を
期
待
す
る

と
共
に
、
今
後
引
き
続
き
、
同
朋
の
公
議
公
論
の
実
現
に
向
け
た
制
度
の
検
討
が
期

待
さ
れ
る
。

出
母
体
で
あ
る
組
門
徒
会
の
段
階
か
ら
男
女
平
等
参
画
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
さ
ら
に
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
参
議
会
議
員
の
選
出
に
つ
い
て
も
積
極

的
な
措
置
が
望
ま
れ
る
。

#鋳雪、
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女
性
室
に
つ
い
て

女
性
室
に
つ
い
て
も
、
そ
の
位
置
付
け
な
ど
多
々
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
今
日
社
会
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
を
求

め
る
声
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
宗
門
全
体
と
し
て
受
け
止
め
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
女
性
室
の
今
後

の
あ
り
方
も
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
…
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な
関
係
に

あ
る
（
あ
っ
た
）
者
に
対
し
て
身
体
的
・
性
的
・
心
理
的
攻
撃
を
含
む
暴
力

を
繰
り
返
し
ふ
る
う
こ
と
。

起
こ
り
得
る
、
継
続
的
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、

相
手
の
意
志
に
反
し
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
…
配
偶
者
や

【
註
】

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
…
性
的
い
や
が
ら
せ
。
様
々
な
生
活
の
場
で

起
こ
り
得
る
、
継
続
的
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、
優
位
な
力
関
係
を
背
景
に
、

Ⅲ宗門の現状と課題

▼
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宗
門
が
「
男
女
平
等
参
画
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
宗
門
の
あ
ら
ゆ
る

組
織
機
構
に
お
い
て
そ
の
願
い
を
享
受
し
、
主
体
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
①
各
寺
院
・
教
会
②
組
会
・
組
門
徒
会
並
び
に
組
教
化
委
貝
会

③
教
区
会
・
教
区
門
徒
会
並
び
に
教
区
教
化
委
員
会
及
び
教
区
の
そ
の
他
の
機
関
④
宗

務
所
及
び
宗
会
等
、
宗
門
の
各
組
織
分
野
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
（
責
務
）
を

明
確
に
し
、
有
効
か
つ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

既
に
、
「
Ⅲ
宗
門
の
現
状
と
課
題
」
で
触
れ
た
と
お
り
、
制
度
・
機
構
、
儀
式
・
声

明
作
法
、
教
学
・
教
化
等
と
い
っ
た
各
活
動
分
野
に
お
い
て
「
男
女
平
等
参
画
」
の
課
題

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
し
か
も
問
題
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

各
活
動
分
野
に
お
け
る
課
題
を
具
体
的
に
整
理
し
つ
つ
、
制
度
改
城
と
意
識
改
賊
の
両

面
か
ら
総
合
的
視
野
を
も
っ
た
計
画
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜
‐
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
男
女
両
性
で
形
づ

く
る
教
団
」
の
ね
が
い
（
基
本
理
念
）
に
基
づ
き
、
宗
門
の
各
組
織
分
野
に
お
け
る
壷

務
を
明
確
に
し
、
各
活
動
分
野
に
お
け
る
課
題
を
総
合
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

長
期
的
展
開
を
見
据
え
つ
つ
取
り
組
み
に
お
け
る
優
先
順
位
を
設
け
、
あ
る
い
は
進
捗

状
況
に
応
じ
て
実
質
的
な
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
等
、
総
合
的

行
動
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅳ髄 Ｉ

る
Ｃ

各
活
動
分
野
に
お
け
る
課
題
の
整
理

各
組
織
分
野
に
お
け
る
責
務
の
明
確
化

基
本
理
念
に
基
づ
く
総
合
的
な
基
本
計
画
策
定
の
必
要
性

「
男
女
平
等
参
画
」

平
等
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
砿
極
的
格
差
改
善
措
悩
の
導
入

割
分
担
意
識
・
慣
習
の
払
拭
へ
、
と
次
元
を
追
っ
た
総
合
的
な

あ
る
。

「
男
女
平
等
参
画
」
の
問
題
は
、
非
常
に
私
的
な
範
囲
に
及
ん
で
い
る
問
題
で
あ
る

た
め
に
、
日
常
の
生
活
に
お
い
て
差
別
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
る
。

ま
た
男
女
の
固
定
的
役
割
分
批
の
意
識
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
人
々
の
意
識
の
奥

深
く
刷
り
込
ま
れ
悩
稗
化
さ
れ
て
き
て
い
る
部
分
も
あ
る
た
め
に
、
単
に
制
度
上
均

等
に
し
た
だ
け
で
は
実
質
的
な
男
女
平
等
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
え

３

の
進
捗
状
況
に
蹄
み
て
、
①
制
度
上
の
差
別
の
撤
廃
②
男
女

》
た
め
の
砿
極
的
格
差
改
善
措
世
の
導
入
③
固
定
的
性
別
役

〉
払
拭
へ
、
と
次
元
を
追
っ
た
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

グー

実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
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坊
守
に
つ
い
て
の
様
々
な
課
題
は
、
問
題
が
宗
門
全
体
の
抱
え
る
課
題
と
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
。
ま
た
今
川
、
寺
院
・
教
会
全
体
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
細
め

て
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
坊
守
の
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
な
か
な
か
一
つ

の
方
向
に
集
約
で
き
な
い
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
女
子
で
あ
る
住

職
の
配
偶
者
」
（
男
性
）
に
つ
い
て
は
坊
守
の
規
定
を
適
川
さ
れ
な
い
と
定
め
る
現
行

「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
既
述
の
よ
う
に
教

団
を
は
じ
め
教
区
・
組
及
び
寺
院
・
教
会
に
か
か
る
制
度
の
改
正
の
み
で
な
く
、
問
定

的
な
役
荊
分
仙
意
識
の
払
拭
等
の
意
織
改
琉
と
悩
淵
の
兇
直
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
支

え
て
き
た
教
学
・
教
化
の
あ
り
よ
う
を
検
証
す
る
作
業
等
様
々
な
分
野
に
お
け
る
収
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
も
っ
て
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
の
ね

が
い
（
基
本
理
念
）
を
広
く
宗
門
内
に
共
有
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
ね
が
い
（
基
本
理
念
）
に
基
づ
き
教
団
の
現
状
を
丁
寧
に
分
析
し
つ

つ
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
各
組
織
分
野
の
各
活
動
分
野
に
お

け
る
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
作
業
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
中
か
ら
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
川
」
の
実
現
に
向
け
た
教
化
体
制
と
、
そ
れ

を
支
え
る
べ
く
基
本
条
例
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
た
法
盤
備
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｖ
優
先
す
べ
き
課
題

２ Ｉ

４ の
「
寺
院
教
会
条
例
」
第
二
十
条
第
・
一
項
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
宗
門
法
規
に
お
い
て

唯
一
性
別
を
根
拠
に
し
た
処
遇
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
適
切
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
本
文
一
四
頁
「
（
２
）
坊
守
間
胆
に
つ
い
て
」

に
述
べ
た
課
題
も
踏
ま
え
「
坊
守
」
の
処
遇
に
関
し
て
早
急
に
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。

一
寺
院
教
会
条
例
」
第
二
十
条
第
二
項
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

行
動
計
画
の
策
定
と
法
規
整
備
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
の
開
始

３
特
に
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
、
組
会
・
細
門
徒
会
等
に
お
け

る
女
性
の
参
画
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
呉
体
的
な
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
。

現
行
の
「
組
制
」
に
お
い
て
は
、
本
文
一
七
頁
「
（
１
）
組
の
機
関
」
に
示
し
た
と
お

り
、
住
職
ま
た
は
教
会
主
符
宥
お
よ
び
そ
の
代
務
者
に
よ
っ
て
組
会
が
構
成
さ
れ
、
紺
会

へ
の
出
席
は
、
一
寺
院
に
つ
い
て
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
代
理
人
」
の
出
席
に

一
○
○
四
年
六
月
の
宗
会
に
お
い
て
一
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
」
の
・
部
が
改
正
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
住
職
・
教
会
稚
禰
荷
に
限
ら
れ
て
い
た
被
選
挙
査
格
が
、
住
職
・
教
会
主

管
者
の
同
意
を
得
た
教
師
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
、
の
条
例
改
正
の
提
案
趣
局
の
中
に
、
「
今
後
、
当
然
、
教
Ⅸ
会
、
組
会
の

組
織
構
成
及
び
選
挙
制
度
の
兇
施
し
と
改
爪
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
会
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
に
向
け

た
、
着
実
な
取
り
組
み
の
開
始
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
文
一
三
瓦
「
雌
本
蝿
念
」
、
「
基
本
Ⅲ
標
」
に
基
づ
き
制
度
・
意
識
両

面
の
改
革
に
向
け
た
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

へ
４

2０

】
宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
」
の
一
部
改
正
を
受
け
た
活
動

組
の
活
動
に
お
け
る
女
性
の
参
画
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み



い

る
。

宗
務
所
で
の
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
会
」
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
、
「
表
面
に
現
れ
て
く
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
氷
山
の
一
角
と
言

え
る
」
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
、
意
識
啓
発
研
修
、
相
談
・
苦

情
窓
口
の
設
置
に
よ
る
迅
速
な
対
応
を
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
単
に
個
人
の
問
題
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
宗
門
全
体
と
し

て
問
題
を
共
有
し
、
意
識
改
革
と
共
に
、
積
極
的
な
措
置
を
取
る
必
要
性
が
示
さ
れ
て

し
か
し
今
後
、

望
ま
し
い
か
、
「

る
必
要
が
あ
る
。

な
に
よ
り
も
、
ま
ず
男
性
女
性
共
に
、

識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。

つ
い
て
は
「
前
住
職
・
副
住
職
及
び
成
年
以
上
の
寺
族
に
限
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
寺

族
以
外
の
僧
侶
（
教
師
を
含
む
）
が
代
理
人
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
「
代
理
人
」
は
正
副
組
長
の
選
挙
資
格
を
有
し
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
今
後
、
組
会
が
ど
の
よ
う
な
構
成
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
同
朋
教
団
と
し
て

望
ま
し
い
か
、
「
男
女
共
同
参
画
」
の
視
点
を
も
っ
て
新
た
な
組
会
の
あ
り
方
を
模
索
す

（
１
）
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
活
動

宗
門
内
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
は
、
実
際
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
女
性
達
か
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が
、

な
に
よ
り
も
、
ま
ず
男
性
女
性
共
に
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
認

「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
い
う
事
象
の
み
が
風
聞
と
し
て
一
人
歩
き
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
に

二
重
の
苦
し
み
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、
ま
た
女
性
差
別
の
長
い
歴
史
と
、
男
性
中

心
の
社
会
構
造
・
習
俗
・
慣
習
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
き
た
根
深
い
差
別
意
識
が
現

ま
た
、
組
門
徒
会
や
組
教
化
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
女
性
の
参
画
を
積
極
的
に
促
す

た
め
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

５

Ｖ優先すべき課題

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
へ
の

取
り
組
み

値

（
２
）
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
防
止
に
向
け
た
活
動

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
大
多
数
が
、
男
性
か
ら
女
性
へ
の
暴
力
と
い
わ
れ

る
。
暴
力
の
内
容
は
、
「
身
体
的
暴
力
」
「
精
神
的
暴
力
」
「
社
会
的
暴
力
」
「
経
済
的
暴

力
」
「
子
ど
も
を
巻
き
添
え
に
し
た
暴
力
」
「
性
的
暴
力
」
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
暴
力
の
共

通
的
特
徴
は
、
「
被
害
者
に
恐
怖
を
与
え
、
自
由
を
奪
い
、
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

た
め
の
手
段
と
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
問
題
は
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
同
じ
く
単
に
加
害
者
と
被
害
者
の
関
係
と
い
う
押
さ
え
方

で
は
な
く
、
加
害
者
も
ま
た
あ
る
意
味
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
縛
り
に
よ
る
被
害
者
で
あ

る
。
実
際
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
も
緊
要
の
課
題
で
あ
る
。

存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
慎
重
か
つ
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
宗
務
所
（
本
山
）
・
教
区
・
組
に
お
け
る
意
識
啓
発
の
た
め
の
研
修
の

企
画
、
相
談
窓
口
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
各
地
で
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
の
交
流
と
連
携
を
は
か
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み

は
、
互
い
の
性
存
在
を
尊
び
、
認
め
合
い
な
が
ら
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
創
り
続
け
る
歩

み
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
宗
門
の
願
い
で
あ
る
「
御
同
朋
・
御
同
行
」
の
精
神
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

f霧雪、
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る
た
め
で
は
な
い
．
我
々
一
人
ひ
と
り
が
一
末
代
無
智
の
在
家
止
住
の
男
女
た
』

も
が
ら
は
」
（
『
真
宗
聖
典
』
八
三
二
頁
）
と
い
う
呼
び
か
け
を
ど
の
よ
う
に
受
叶

そ
し
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
関
係
を
生
き
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、

真
宗
大
谷
派
教
団
が
「
出
崇

宗
聖
典
』
七
六
一
頁
）
と

受
け
止
め
る
か
ら
で
あ
る
。

おわりに

お
わ
り
に

女
性
室
は
、
一
一
○
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
宗
祖
親
鴬
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌

を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
「
男
女
平
等
参
画
」
の
問
題
を
宗
門
の
根
本
課
題
と
し
て
位

侭
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
及
び
次
元
に
お
い
て
検
証
し
て
い
く
中
か
ら
、
あ
る
べ
き
宗

門
の
姿
を
見
出
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
宗
門
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
向
け
て

提
言
す
る
。

十
五
願
が
力
と
な
っ
て
歩
み
を
生
み
出
し
、

き
た
と
い
う
本
願
の
歩
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
こ
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
背
景
に
は
、
宗
門
に
身
を
置
く
女
性
た

ち
が
永
き
に
わ
た
り
勇
気
と
忍
耐
を
も
っ
て
表
現
し
つ
づ
け
て
き
た
歎
異
の
結
神
が
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
願
も
っ
て
力
を
成
ず
、
力
も
っ
て

願
に
就
く
」
（
『
真
宗
聖
典
』
一
九
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
第
三

十
五
願
が
力
と
な
っ
て
歩
み
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
い
よ
い
よ
願
い
を
明
ら
か
に
し
て

弓

お
わ
り
に

こ
の
「
男
女
平
等
参
剛
」
の
問
題
に
宗
門
が
取
り
組
む
の
は
、
こ
の
問
題
を
た
だ
単

に
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
社
会
状
況
に
追
随
す

る
た
め
で
は
な
い
。
我
々
一
人
ひ
と
り
が
「
末
代
無
智
の
在
家
止
住
の
男
女
た
ら
ん
と

も
が
ら
は
」
（
『
真
宗
聖
典
』
八
三
二
頁
）
と
い
う
呼
び
か
け
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

い
よ
う
な
段
係
を
生
き
て
き
た
の
か
と
い
う
階
》
歴
て
あ
り
．
ま
た

「
出
家
発
心
を
本
と
せ
ず
、
捨
家
棄
欲
の
す
が
た
を
標
せ
ず
」
（
『
真

と
し
て
同
朋
教
団
を
塙
告
っ
て
き
た
意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
と

■

層U２



「
同
朋
」
「
公
議
公
論
」
「
バ
ラ
バ
ラ
で
い
っ
し
ょ
ｌ
差
異

を
認
め
る
雌
界
の
発
見
」
と
珊
た
り
前
の
よ
う
に
袴
が

口
に
し
な
が
ら
、
な
ぜ
向
き
合
え
な
い
（
出
あ
い
あ
え

な
い
）
の
だ
ろ
う
と
こ
だ
わ
り
続
け
て
二
十
数
年
。
日

常
の
あ
り
よ
う
を
通
し
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
相

手
の
需
葉
が
な
か
な
か
聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
聞
き
た
い
」
と
願
う
と
こ
ろ
に
「
聞
こ
え
る
」
と
い
う

こ
と
が
成
り
立
つ
と
い
う
呼
応
の
関
係
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
上
・
下
関
係
、
主
従
関
係
に
立
っ
た
瞬
間
に
、

相
手
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
教
剛
で
は
こ
う
し
た
女
性
と
叫
性
の
関

係
を
問
い
直
し
た
い
と
い
う
女
性
た
ち
の
熱
い
願
い
の

声
に
応
じ
て
「
女
性
室
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
「
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」
を
う
た
っ
て
十
年

Ｎ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
教
団
の
女

性
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
る
と
、
女
性
に
住
職
の
道

を
閉
ざ
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
住
職
と
は
？

坊
守
と
は
？
寺
と
は
？
門
徒
と
は
？
教
団
と
は
？
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
親
驚

哩
人
が
選
ば
れ
た
「
在
家
仏
教
」
と
い
う
征
り
方
に
立

っ
た
時
、
塚
し
川
さ
れ
た
教
剛
の
現
実
の
姿
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

男
性
と
女
性
、
住
職
（
男
）
と
坊
守
（
女
）
、
寺
と
門

徒
を
「
主
」
と
「
従
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
棚
乎
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
戦
災
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
か
ら
「
独
立
者
た
ら
ん
」
と
い
う
真

宗
の
人
間
観
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
と

い
う
事
実
、
女
性
と
男
性
の
関
係
を
ま
さ
に
信
心
の
課

題
と
し
て
受
け
止
め
伽
す
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
こ
と

』

房
Ⅱ
凹
ぁ
あ
い
値
え
る
な
り
」
（
『
真
宗

聖
典
』
一
五
九
頁
）
と
い
う
言
葉
か
ら
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

「
遭
遇
う
こ
と
難
し
」
と
か
「
遇
い
が
た
く
し
て

今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
出
遇
い
の
よ
ろ
こ
び

が
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

日
々
の
生
活
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
が
，
生
き

る
‐
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
そ
れ
は
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
声
を
か
け
あ
っ
て
こ
そ
，
生
さ
色
‐
と
い

う
こ
と
が
な
り
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
に
そ
の
声
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
行
き
違
っ
た
り
、
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
を
し
て
い
な
が
ら
、
ま
わ
り
の
人
を
見
失
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
そ
の
出
会
い
そ
の
も
の
に
出
遇
い
な
お
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に
向
き
あ
う
こ
と
の
で
き
る

つ
な
が
り
を
回
復
し
て
い
き
た
い
。
『
あ
い
あ
う
」
と

い
う
言
葉
に
は
そ
ん
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
、
あ
う
、
女
性
室
で
は
活
動
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ニ

フ』
ﾛ．さく

あいあ
しとは

こ
の
広
報
誌
の
名
前
で
あ

る
『
あ
い
あ
う
』
は
、
親
撤

聖
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
教

行
信
証
』
（
顕
浄
土
真
実
教

行
証
文
類
）
「
行
巻
」
の
「
今

一
え

み
な
ま
た
会
し
て
、
こ
れ
共
に
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に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
歩
み
は
一
歩
進
ん
だ
か
と
思
う

と
・
歩
半
下
が
る
か
の
よ
う
な
遅
々
と
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
歩
み
出
し
た
か
ら
こ
そ
兄
え
て

き
た
（
気
づ
か
さ
れ
た
）
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

親
鴬
聖
人
が
、
厳
し
さ
と
や
さ
し
さ
を
も
っ
て
語
り
か

け
統
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
笈
感
、
願
い
を
側

じ
く
し
て
い
る
友
た
ち
の
存
在
等
々
。
こ
れ
ま
で
Ⅷ
た

り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
言
葉
が
と
て
も
大
琳
な
言

葉
と
し
て
意
味
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

今
こ
こ
に
「
女
性
室
」
九
年
間
の
歩
み
の
巾
で
出
さ

れ
た
声
や
願
い
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十

分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
へ
の
今
現
在

の
時
点
で
の
問
題
提
起
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
立
っ
て
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
巾
で
気
づ
い
た
こ
と
を
、
そ
の

都
度
抑
き
加
え
た
り
、
変
え
た
り
で
き
る
黄
料
と
し
て

位
佃
づ
け
て
い
ま
す
。
『
男
女
両
性
で
形
づ
く
る
教
団
」

へ
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
組
や
教
区
ま
た
身
近
な
集
ま
り
の
中
で
利
用
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
女
性
と
男
性

が
川
あ
い
あ
い
た
い
と
い
う
願
い
に
立
つ
こ
と
に
お
い

て
、
改
め
て
出
あ
い
あ
え
な
い
関
係
を
生
き
て
い
る
覗

突
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ

と
の
捕
み
を
感
じ
統
け
て
い
く
（
忘
れ
な
い
）
こ
と
を

通
し
て
関
係
を
生
き
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
六
川
女
性
会
議

（
二
○
○
五
年
一
月
十
三
日
開
催
）
で
は
、
参
加
者
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は

次
妙
で
報
侍
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
見
義
悦
子
）
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